
水稲移植栽培における
ナガエツルノゲイトウに有効な除草剤体系

・水稲移植栽培を行う水田にナガエツルノゲイトウがまん延している場合、「水稲の移植栽
培期間中」と「収穫後」の２時期に防除します。
・水稲の移植栽培期間中は、有効な除草剤２～３剤を処理する「体系処理」、収穫後は「非
選択性除草剤の処理と耕起の組合せ」で防除します。

・これらの管理を続けることで、水稲栽培期間中の手取り除草などの追加防除がなくても、
水田内のナガエツルノゲイトウを大幅に減少させ低密度に抑制することが可能です。

「農研機構：水田におけるナガエツルノゲイトウ防除マニュアル」を参考に作図

水田に侵入したナガエツルノゲイトウ
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